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　愛媛県はキウイフルーツの全国一の産地です。
　キウイフルーツにとって一番の脅威が「かいよう
病」です。感染リスクを減らすため、産地では安心
安全な国産花粉を切望しています。
　松野町はキウイ農家がいないことや地理的特性
などから、かいよう病の飛散がなく、感染リスクが
低いため、花粉樹の栽培に適しています。花粉樹の
栽培から花粉の精製、販売までを一括して行う事業
は全国初で、日本一のキウイフルーツ産地を支える
松野町の花粉事業に期待が寄せられています。

松 野 町
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佐
川
愛
媛
県
町
村
会
長（
砥
部
町
長
）は
、

令
和
4
年
7
月
25
日
に
中
村
愛
媛
県
知
事
、

渡
部
愛
媛
県
議
会
議
長
、
武
智
愛
媛
県
市

長
会
長
及
び
地
元
選
出
の
国
会
議
員
と
共

に
国
土
交
通
省
へ
要
望
活
動
を
行
っ
た
。

　
【
7
月
25
日
】

国
土
交
通
省　

丹
羽　

克
彦　

道
路
局
長

国
土
交
通
省　

藤
井　

直
樹　

事
務
次
官

　

要
望
内
容
は
次
の
と
お
り
。

1
　
肱
川
緊
急
治
水
対
策
の
推
進
に
つ
い

て

　
【
提
案
・
要
望
事
項
】

　
　

西
日
本
豪
雨
に
よ
り
甚
大
な
浸
水
被

害
が
発
生
し
た
肱
川
流
域
の
再
度
災
害

防
止
に
向
け
、
河
川
激
甚
災
害
対
策
特

別
緊
急
事
業
等
に
よ
る
堤
防
整
備
を
計

画
ど
お
り
推
進
す
る
と
と
も
に
、
山
鳥

坂
ダ
ム
建
設
や
野
村
ダ
ム
改
良
等
を
具

体
化
し
た
新
た
な
河
川
整
備
計
画
を
早

期
に
策
定
し
、
河
川
の
改
修
や
ダ
ム
の

整
備
を
推
進
す
る
こ
と
。

　

⑴　

県
管
理
区
間
の
河
川
改
修
を
推
進

す
る
た
め
の
事
業
費
の
確
保
及
び
国

国土交通省　藤井　直樹　事務次官（左から₄番目）

令
和
５
年
度
重
要
施
策
の
推
進
に

関
す
る
提
案
・
要
望
を
実
施

愛
媛
県
町
村
会
　

管
理
区
間
に
お
け
る
河
川
改
修
や
山

鳥
坂
ダ
ム
建
設
、
野
村
ダ
ム
改
良
事

業
の
推
進

　

⑵　

山
鳥
坂
ダ
ム
の
水
源
地
域
整
備
計

画
に
位
置
付
け
ら
れ
た
県
道
小
田
河

辺
大
洲
線
の
整
備
推
進

2
　
高
規
格
道
路
の
整
備
推
進
に
つ
い
て

　
【
提
案
・
要
望
事
項
】

　
　

愛
媛
県
に
お
け
る
高
速
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
「
3
つ
の
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン

ク
」
を
早
期
に
解
消
し
、
国
土
強
靭
化

や
地
方
創
生
の
推
進
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
で
打
撃
を
受
け

た
地
方
経
済
の
回
復
を
図
る
た
め
、
高

速
交
通
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、「
重
要

物
流
道
路
」
の
一
翼
を
担
い
、
一
般
国

道
と
の
ダ
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成

す
る
高
規
格
道
路
の
整
備
推
進
と
必
要

な
事
業
費
の
確
保
を
図
る
こ
と
。

　

⑴　

四
国
8
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お

け
る
「
津
島
道
路
」・「
宿
毛
内
海
道

路
」の
整
備
推
進
と
未
着
手
区
間「
御

荘
～
一
本
松
」
の
早
期
事
業
化

　

⑵　

今
治
小
松
自
動
車
道「
今
治
道
路
」

の
整
備
推
進

　

⑶　

大
洲
・
八
幡
浜
自
動
車
道
「
夜
昼

道
路
」・「
大
洲
西
道
路
」
の
整
備
推

進
に
必
要
な
事
業
費
の
確
保

3
　
松
山
空
港
の
機
能
拡
充
に
つ
い
て

　
　
タ
ー
ミ
ナ
ル
地
域
の
整
備
促
進

　
【
提
案
・
要
望
事
項
】

　
　

松
山
空
港
の
受
入
環
境
を
充
実
・
強

化
す
る
た
め
、
国
際
線
旅
客
ビ
ル
整
備

（
第
2
段
階
）に
備
え
た
用
地
拡
張
を
含

む
タ
ー
ミ
ナ
ル
地
域
の
整
備
促
進
を
図

る
こ
と
。
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愛
媛
県
町
村
会
は
、
7
月
19
日
午
後
3

時
27
分
か
ら
愛
媛
県
自
治
会
館
2
階
会
議

室
で「
第
2
回
全
員
連
絡
会
」及
び「
第
1

回
臨
時
総
会
」
を
開
催
し
た
。

　

会
議
に
は
、
県
内
9
町
長
が
出
席
し
た
。

【
第
２
回
全
員
連
絡
会
】

1　

開　

会

2　

会
長
あ
い
さ
つ

3　

議
長
選
出

4　

議
事
録
署
名
人
の
指
名

5　

協
議
事
項

　

⑴　

愛
媛
県
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支
援

セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
つ
い
て

　
　
　

公
益
財
団
法
人
え
ひ
め
産
業
振
興

財
団
の
高
石
専
務
理
事
及
び
平
井
統

括
責
任
者
か
ら
説
明
が
あ
り
、
質
疑
、

第
２
回
全
員
連
絡
会
並
び
に

第
１
回
臨
時
総
会
を
開
催

愛
媛
県
町
村
会
　

異
議
い
ず
れ
も
な
く
、
一
同
了
承
し

た
。

　

⑵　

県
市
町
振
興
課
か
ら
の
連
絡
事
項

に
つ
い
て

　
　

①　

公
金
収
納
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ

い
て

　
　

②　

行
革
甲
子
園
2
0
2
2
の
開
催

に
つ
い
て

　
　
　

森
市
町
振
興
課
長
か
ら
説
明
が
あ

り
、
上
村
上
島
町
長
か
ら
公
金
収
納

の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
質
問
が

あ
っ
た
後
、
一
同
了
承
し
た
。

6　

報　

告

　
　

日
本
自
治
体
労
働
組
合
総
連
合
（
自

治
労
連
）
愛
媛
県
本
部
お
よ
び
全
日
本

自
治
団
体
労
働
組
合（
自
治
労
）愛
媛
県

本
部
か
ら
の
要
請
書
に
つ
い
て

　
　

本
会
事
務
局
長
が
報
告
し
、
一
同
了

承
し
た
。

7　

そ
の
他

　

⑴　

次
回
の
本
会
全
員
連
絡
会
の
開
催

に
つ
い
て

　
　
　

本
会
事
務
局
長
か
ら
説
明
が
あ
り
、

次
回
は
、
令
和
4
年
9
月
16
日
（
金
）

愛
媛
県
自
治
会
館
に
お
い
て
開
催
す

る
こ
と
で
一
同
了
承
し
た
。

　

⑵　

町
長
特
別
研
修
会
開
催
に
つ
い
て

　

⑶　

全
国
町
村
長
大
会
前
後
の
関
係
団

体
大
会
・
会
議
等
予
定
（
第
1
報
）
に

つ
い
て

　
　
　

本
会
事
務
局
長
か
ら
説
明
し
、
一

同
了
承
し
た
。

　

⑷　

ノ
ー
ネ
ク
タ
イ（
着
用
の
自
由
化
）

に
つ
い
て

　
　
　

本
会
事
務
局
長
が
説
明
し
、
各
町

の
対
応
状
況
を
確
認
し
た
。

　

以
上
を
も
っ
て
議
案
の
審
議
等
を
終
了

し
た
の
で
、
午
後
4
時
23
分
に
閉
会
し
た
。

【
第
1
回
臨
時
総
会
】

　

愛
媛
県
町
村
会
は
、
全
員
連
絡
会
終
了

後
、
午
後
4
時
35
分
か
ら
引
き
続
き
、「
令

和
4
年
度
第
1
回
臨
時
総
会
」を
開
催
し
た
。

1　

開　

会

2　

会
長
あ
い
さ
つ

3　

議
事
録
署
名
人
の
指
名

4　

議　

事

　

⑴　

報
告
第
1
号　

令
和
3
年
度
愛
媛

県
町
村
会
一
般
会
計
補
正
予
算

　

⑵　

認
定
第
1
号　

令
和
3
年
度
愛
媛

県
町
村
会
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

　

⑶　

認
定
第
2
号　

令
和
3
年
度
愛
媛

県
町
村
会
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

　

⑷　

議
案
第
1
号　

令
和
3
年
度
愛
媛

県
町
村
会
特
別
会
計
利
益
処
分

　
　

右
の
4
議
案
に
つ
い
て
事
務
局
か
ら

説
明
が
あ
り
、
協
議
の
結
果
、
第
1
号

は
了
承
し
、
第
2
号
か
ら
第
4
号
に
つ

い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
認
定
ま
た
は
決
定

し
た
。

　

以
上
を
も
っ
て
議
事
が
終
了
し
た
。

第１回臨時総会

第２回全員連絡会

佐川会長あいさつ
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「
中
国
四
国
地
区
退
職
手
当
事
務
連
絡

会
議
」
が
、
岡
山
県
市
町
村
総
合
事
務
組

合
の
主
催
に
よ
り
7
月
5
日（
火
）岡
山
市

で
開
催
予
定
で
あ
っ
た
が
、
台
風
の
た
め

中
止
と
な
り
、同
月
12
日（
火
）
Ｗ
ｅ
ｂ
会

議
に
て
行
わ
れ
た
。

　

こ
の
会
議
は
、
中
国
四
国

地
区
の
市
町
村
職
員
の
退
職

手
当
事
務
に
関
す
る
研
究
及

び
組
合
相
互
間
の
連
絡
協
調

に
よ
り
組
合
の
健
全
な
育
成

と
円
滑
な
運
営
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
3
年
ぶ
り
に
開
催

さ
れ
、
本
県
含
む
各
県
組
合

職
員
23
人
が
出
席
し
た
。

　

会
議
で
は
開
催
県
で
あ
る

岡
山
県
市
町
村
総
合
事
務
組

合
の
亀
森
副
管
理
者
か
ら
挨

拶
の
後
、
議
長
に
同
組
合
の

片
倉
次
長
を
選
出
し
議
題
に

つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ

た
ほ
か
、
次
期
開
催
県
を
徳

島
県
に
決
定
し
た
。

　

日
程
は
次
の
と
お
り
。

1　

開　

会

2　

挨　

拶

3　

議
長
選
出

　
「
消
防
実
務
研
修
会
」
が
、消
防
団
員
等

公
務
災
害
補
償
等
共
済
基
金
（
以
下
「
基

金
」
と
い
う
。）
と
愛
媛
県
市
町
総
合
事
務

組
合
の
共
催
に
よ
り
7
月
28
日（
木
）愛
媛

県
自
治
会
館
で
行
わ
れ
、
県
内
市
町
の
消

防
事
務
担
当
者
等
14
人
が
出
席
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
、
基
金
の
業
務
に

係
る
制
度
、
運
用
等
に
つ
い
て
市
町

の
実
務
担
当
職
員
の
理
解
と
知
識
の

向
上
を
図
り
、
消
防
団
員
等
の
た
め

の
業
務
の
一
層
の
円
滑
、
適
正
化
に

資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
開
催
さ
れ
、

研
修
会
最
後
に
は
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
た
。

　

な
お
、
当
日
の
日
程
は
次
の
と
お

り
。

1　

開　

会

2　

挨　

拶

　

・
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
等

　
　

共
済
基
金

　
　
　
　

水
谷　

朋
之　

事
務
局
長

3　

研
修
事
項

　

・
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
制

　
　

度
に
つ
い
て

　
　

講
師　

災
害
補
償
課

�
　

中
島　

千
絵

中
国
四
国
地
区
退
職
手
当
事
務
連
絡
会
議
を
開
催

愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組
合
　

令
和
4
年
度 

消
防
実
務
研
修
会

4　

議　

事

　

⑴　

各
組
合
提
出
議
題
に
つ
い
て

　

⑵　

次
期
開
催
地
及
び
開
催
時
期
に
つ

い
て

5　

閉　

会

　

・
消
防
団
員
退
職
報
償
金
制
度
に

　
　

つ
い
て

　
　

講
師　

退
職
報
償
課

�

　

渡
邊　

加
奈
子

　

・
質　

疑

4　

閉　

会
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全
国
町
村
議
会
議
長
会
主
催
に
よ
る
令

和
4
年
度
町
村
議
会
議
長
・
副
議
長
研
修

会
は
、
5
月
30
日
に
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ

ム
で
開
催
さ
れ
、
本
県
か
ら
9
名
の
議
長

副
議
長
ほ
か
関
係
者
が
出
席
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
を
考
慮

し
、
研
修
会
を
動
画
撮
影
し
、
令
和
4
年

6
月
27
日（
月
）か
ら
9
月
30
日（
金
）ま
で

の
期
間
限
定
で
全
国
町
村
議
会
議
長
会
会

員
専
用
ペ
ー
ジ
（
議
長
会
プ
レ
ミ
ア
ム
）

に
て
公
開
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

演
題
及
び
講
師
に
つ
い
て
は
、
次
の
と

お
り
。 令

和
４
年
度
町
村
議
会

　
　
　
　

議
長
・
副
議
長
研
修
会

集
会
し
て
開
催
・
動
画
配
信
対
応
　

○
「
地
方
議
会
の
あ
る
べ
き
姿
」

　
　

東
京
大
学
名
誉
教
授

　
　

	

　
　
　

大
森　
　

彌　

氏

○
「
町
村
議
会
議
員
報
酬
に
つ
い
て
」

　
　

大
正
大
学
社
会
共
生
学
部

　
　

公
共
政
策
学
科
教
授

令和４年度
町村議会議長・副議長研修会

開　催　要　領
　

１　目　　的
　　議会の重責を担う議長及び副議長を対象
に、住民の代表機関として町村議会が果たす
べき役割の重要性や課題について研修を実
施し、それぞれの議会の一層の活性化に資す
ることを目指す。

₂　日　　時
　　令和₄年₅月30日（月）
　　午後１時から午後４時35分まで
　　（正午開場）

₃　場　　所
　　東京国際フォーラム　ホールＡ
　　（東京都千代田区丸の内₃丁目₅番₁号）

₄　対 象 者
　　各町村議会の議長及び副議長

₅　内　　容
　　別添「令和₄年度町村議会議長・副議長研
修会日程表」のとおり

₆　動画配信
　　講演を収録した動画を、議長会プレミアム
（会員専用ページ）において後日配信する予
定です。（配信期間等は未定）

₇　そ の 他
　　今後の新型コロナウイルス感染症の感染
状況によっては、開催方法を変更する場合が
ございます。

	

　
　
　
　
　
　

江
藤　

俊
昭　

氏

○
「
地
方
議
会
と
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」

　
　

上
智
大
学
法
学
部

　
　

地
球
環
境
法
学
科
教
授

　
　

	

　
　
　
　
　
　

三
浦　

ま
り　

氏
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令
和
4
年
度
第
1
回
議
員
研
修
会

（
動
画
配
信
）
を
開
催

愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
　

　

愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
は
、
令
和
4

年
度
第
1
回
議
員
研
修
会
を
、
7
月
27
日

（
水
）に
愛
媛
県
県
民
文
化
会
館
に
て
開
催

す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
県
内
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
新
規
感
染
者
数
が
過
去
最

高
と
な
る
状
況
に
鑑
み
、
昨
年
度
に
引
き

続
き
Y
o
u
T
u
b
e
限
定
配
信
に
よ
る

動
画
で
の
研
修
会
と
し
た
。

【
動
画
公
開
期
間
】

　

令
和
4
年
8
月
24
日
～
12
月
2
日　

【
動
画
配
信
内
容
】

1　

会
長
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　
　
　

会
長　

原
田　

達
也

　
　
　
　
　
　
　
　
（
愛
南
町
議
会
議
長
）

2　

演
題
及
び
講
師

　
　
「
質
問
力
を
高
め
る
、

�

議
会
力
に
い
か
す
」　

　
　
　

法
政
大
学
法
学
部
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　

土
山　

希
美
枝　

氏

　

四
国
四
県
町
村
監
査
委
員
協
議
会
研
修

会
が
、7
月
4
日
（
月
）
午
後
2
時
か
ら
徳

島
市
の『
徳
島
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
リ
オ
ホ
テ
ル
』

で
、
四
国
四
県
町
村
監
査
委
員
ら
1
4
4

名
（
本
県
26
人
）
が
出
席
の
下
、盛
大
に
開

催
さ
れ
た
。

　

研
修
会
は
、
は
じ
め
に
地
元
徳
島
県
町

村
等
監
査
委
員
協
議
会
の
田
村
副
会
長
が

開
会
の
挨
拶
を
述
べ
た
の
ち
、
た
だ
ち
に

研
修
に
入
り
、
愛
媛
県
砥
部
町
代
表
監
査

委
員
の
影
浦
浩
二
氏
を
講
師
に
、「
監
査
委

員
監
査
の
体
系
的
整
理
と
具
体
的
実
践
―

リ
ス
ク
対
応
の
た
め
の
計
画
と
連
携
―
」

　
　
「
議
会
の
I
C
T
活
用
の
現
状
と

�

今
後
の
あ
り
方
」　

　
　

早
稲
田
大
学
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
研
究
所

　
　

ロ
ー
カ
ル
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー（
兼
）
招

　
　

聘
研
究
員　

　
　
　

崇
城
大
学　

非
常
勤
講
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
内　

紳
悟　

氏

四
国
四
県
町
村
監
査
委
員
協
議
会

�

研
修
会
を
開
催

と
題
し
て
、
約
3
時
間
の
講
演
を
聴
講
し

た
。

　

最
後
に
、
次
期
開
催
県
で
あ
る
愛
媛
県

町
村
監
査
委
員
協
議
会
の
森
本
会
長
の
閉

会
挨
拶
が
あ
り
、
午
後
5
時
25
分
研
修
会

を
終
え
た
。

四国地区各県会長 講師の影浦浩二氏



　（7）　令和₄年₇月31日発行	 町　会　報　え　ひ　め　	 第 160 号　

７
月
の
会
と
催
し

▽
1
日
＝
愛
媛
県
農
業
信
用
基
金
協
会
第

60
回
通
常
総
会
、
自
治
労
か
ら
の
要
望

▽
4
日
＝
四
国
四
県
町
村
監
査
委
員
協
議

会
研
修
会

▽
6
日
＝
全
国
町
村
議
会
議
長
会
都
道
府

県
事
務
局
長
会
議
、
全
国
監
査
委
員
協

議
会
幹
事
会
、
都
道
府
県
市
町
村
振
興

協
会
事
務
局
長
会
議

▽
7
日
＝
全
国
町
村
会
理
事
会
・
都
道
府

県
町
村
会
会
長
会
、
全
国
山
村
振
興
連

盟
副
会
長
会
議

▽
8
日
＝
全
国
山
村
振
興
連
盟
理
事
会
・

関
係
省
庁
へ
要
請
活
動

▽
12
日
＝
令
和
4
年
度
中
国
四
国
ブ
ロ
ッ

ク
退
職
手
当
事
務
連
絡
会
議
（
Ｗ
ｅ
ｂ

会
議
）

▽
14
日
＝
第
58
回
献
血
運
動
推
進
全
国
大

会
▽
15
日
＝
松
山
空
港
利
用
促
進
協
議
会

令
和
4
年
度
総
会
、
北
方
領
土
返
還
要

求
愛
媛
県
民
会
議
令
和
4
年
度
定
期
総

会
・
記
念
講
演
、
第
1
回
愛
媛
県
地
域

日
本
語
教
育
総
合
調
整
会
議

▽
21
日
＝
全
国
町
村
議
会
議
長
会
都
道
府

県
会
長
会
、（
一
財
）全
国
町
村
議
員
会

館
臨
時
評
議
員
会

▽
25
日
＝
令
和
5
年
度
国
の
施
策
等
に
関

す
る
提
案
・
要
望
活
動
（
国
土
交
通
省

へ
の
重
要
要
望
）

▽
27
日
＝
愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
令
和

4
年
度
第
1
回
職
員
研
修
会
（
動
画
収

録
）、マ
イ
ナ
ビ
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ゲ
ー
ム

2
0
2
2
視
察

　

宝
く
じ
「
幸
運
の
女
神
」
の
吉
田
彩
乃

さ
ん
が
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の
Ｐ
Ｒ

の
た
め
（
公
財
）
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

事
務
局
に
来
局
さ
れ
ま
し
た
！

　

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
明
る
く
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
使
用
さ
れ
ま

す
。

　

是
非
、
愛
媛
県
内
で
の
購
入
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

▽
28
日
＝
令
和
4
年
度
消
防
実
務
研
修
会

（
消
防
基
金
と
の
共
催
）

▽
29
日
＝
令
和
4
年
度
第
1
回
愛
媛
県
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
促
進
調
査
検

討
委
員
会

　　
　

新
生﹁
人
社
会
﹂へ

　

早
め
の
梅
雨
あ
け
、
連
日
の
猛
暑
、
節

電
に
駆
り
立
て
ら
れ
た
6
月
か
ら
本
番
の

「
真
夏
」
に
突
入
。
想
定
通
り
の
酷
暑
と
コ

ロ
ナ
感
染
爆
発
、
第
7
波
突
入
の
7
月
と

な
っ
た
。

　

猛
暑
の
影
響
で
今
夏「
セ
ミ
」の
鳴
き
声

が
聴
か
れ
な
い
一
部
地
方
も
あ
る
ら
し
い

が
、や
は
り
夏
は
セ
ミ
の
声
と
セ
ッ
ト
で
あ

る
。
1
週
間
の
生
命
を
懸
命
に
鳴
く
声
は

早
朝
か
ら
騒
が
し
く
、
暑
さ
は
一
層
増
す
。

　

近
年
は
、
季
節
が
早
め
早
め
に
巡
っ
て

来
る
。
こ
の
夏
は
長
く
、涼
し
い
秋
は
遠
く
、

し
か
も
短
い
と
の
長
期
気
象
予
報
に
あ
る
。

　

ず
ー
っ
と
昔
、
小
学
生
夏
休
み
中
最
大

の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
は
ず
の
セ
ミ
獲
り

に
走
る
子
ど
も
ら
の
姿
は
、今
や
メ
デ
ィ
ア

で
流
れ
る
夏
の
一
つ
の
風
物
詩
で
あ
る
。
ま

た
、
近
年
は
、
勿
論
、
生
活
環
境
も
あ
る
が
、

猛
暑
の
影
響
か
ら
か
「
蚊
」
が
随
分
と
少
な

く
な
っ
た
。地
方
も
か
つ
て
の
よ
う
な
夏
夜

の
蚊
帳
張
り
は
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
。

　

さ
て
今
、
大
都
会
か
ら
地
方
へ
の
移
住

傾
向
が
増
し
つ
つ
あ
る
。
こ
の
度
の
コ
ロ

ナ
対
処
の
一
環
で
、
働
き
方
が
リ
モ
ー
ト

化
し
、移
住
先
で
あ
っ
た
地
方
の
自
然
、良

き
生
活
が
意
識
、
見
直
さ
れ
た
こ
と
も
一

因
で
あ
ろ
う
。
職
種
に
よ
る
が
、
働
き
手

の
環
境
は
大
き
く
変
わ
っ
た
。

　

我
が
国
は
現
在
、
円
安
の
流
れ
か
ら
抜

け
出
せ
な
い
状
態
、
物
価
高
騰
な
ど
追
い

打
ち
さ
れ
厳
し
い
経
済
環
境
に
あ
る
。
金

融
緩
和
は
如
何
に
？
景
気
回
復
の
カ
ン
フ

ル
剤
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
こ

れ
か
ら
の
人
口
構
成
や
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な

経
済
動
向
か
ら
し
て
、
か
つ
て
の
よ
う
な

経
済
成
長
は
望
め
な
い
。
な
ら
ば
、経
済
に

偏
ら
な
い
日
々
、
心
に
“
ゆ
と
り
”
を
も
っ

て
穏
や
か
な
生
活
を
一
般
社
会
が
求
め
る

こ
と
も
い
た
っ
て
賢
明
、
普
通
で
あ
ろ
う
。

　

今
日
の
定
説
で
は
、
地
球
温
暖
化
に
よ

る
異
常
気
象
は
人
為
的
と
い
わ
れ
、
自
ら

が
自
然
に
反
し
住
み
難
く
し
て
い
る
。
生

物
界
の
一
員
で
も
あ
る
人
間
が
、
人
工
物

に
囲
ま
れ
、
ギ
ス
ギ
ス
し
た
環
境
、
喧
噪

の
都
会
か
ら
離
れ
、
地
方
の
溢
れ
ん
ば
か

り
の
自
然
の
恵
み
に
包
ま
れ
た
日
常
生
活

は
、
い
た
っ
て
自
然
の
流
れ
で
あ
る
。

　

世
界
は
、
人
口
増
で
食
料
の
自
給
に
対

応
し
き
れ
な
い
状
態
に
あ
る
が
、一
方
、我

が
国
の
出
生
数
は
、過
去
最
低
で
あ
る
。
2

年
後
に
は
国
民
の
6
人
に
1
人
が
後
期
高

齢
者
。
後
20
年
し
な
い
う
ち
に
自
治
体
の

約
二
分
の
一
が
消
滅
す
る
推
計
に
あ
る
。

　

や
さ
し
い
自
然
と
人
間
の
新
し
い
共
存

社
会
形
成
へ
、
今
、
大
都
会
人
口
の
分
散
は

望
ま
し
い
。
低
経
済
の
時
代
は
、自
然
に
育

ま
れ
た
良
き
人
社
会
を
消
滅
で
な
く
「
新

地
域
社
会
」
と
し
て
創
造
す
べ
き
で
あ
る
。

　

自
然
に
溶
け
込
め
ば
、人
の
心
を
蝕
ん
だ

り
、「
マ
イ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
も
無
く
、

穏
や
か
な
人
間
社
会
と
も
な
ろ
う
。
新
生

「
人
社
会
」へ
、こ
の
夏
の
夜
の
思
い
で
あ
る
。

�

（
Ｔ
）

 

「
神
は
田
舎
を
作
り
、
人
間
は
都
会
を

つ
く
っ
た
。
だ
と
す
れ
ば
野
や
林
の
中

に
お
い
て
は
、
健
康
と
徳
が
満
ち
溢
れ
、

も
っ
と
も
脅
か
さ
れ
事
が
少
な
い
と
し

て
も
何
の
不
思
議
が
あ
ろ
う
。」

　
　
（
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ク
ー
パ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

英
国
の
詩
人
）

一

筆
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